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AIによる設計開発業務の効率化・高度化

かつて、日本の製造業は高い品質が世界から評価されていました。しかし、昨今、製造プロセス自体の
デジタル化を推し進めることで低価格化を実現し、消費者が求める製品を低コストで、かつ一定の品質
で製造し市場に投入するアジア新興国の企業が台頭しており、テクノロジーのコモディティ化（汎用
化）によって日本のものづくりの優位性が低下しています。さらに、ライフスタイルの変化や環境規制
の強化といった市場環境の変化に迅速に対応することが求められており、今、日本の製造業は大きな
変革を迫られています。

KPMGの提供するAIソリューション”Kc-KNIGHT”は、自然言語処理を活用し、研究・設計開発・製造の
現場で作成されたあらゆる文書を分析します。文書の中に眠る企業の知見を掘り起こし、活用可能にす
ることで、従来の高い品質に加えて、低コストかつスピード感のある製品開発の実現を支援します。

日本の製造業を取り巻く市場環境の変化

近年、製造業を取り巻く環境は大きく変化しています。こ
れらの変化は、国際競争力の強化に向けた大きなチャンス
である一方、競合企業に後れを取った場合には、大きな脅
威となってしまいます。

この競争に勝つためには、製品の研究や設計開発、製造に
おけるさまざまな領域・工程でデータを活用し、日本の製
造業の強みである従来の高い品質に加えて、コストやス
ピード面での優位性が求められます。

“Kc-KNIGHT” Knowledgeable Integrated Graphic Transformation

製造現場での課題

しかしながら、製品の研究・設計開発・製造現場の現状を
見ると、熟練者の勘・経験に頼った業務が多く、度重なる
手戻りの発生や潜在的な不具合リスクの見逃しなど、品質維
持・生産性向上・開発リードタイム短縮に向けては課題があ
ります。KPMGは、熟練者の勘・経験（暗黙知）を形式知化

し、誰もが知見を再利用できる仕組みが重要と考えます。
過去の研究・設計開発・製造業務においてさまざまな試行錯
誤を繰り返して得た知見は、報告書等に記載された自然文に凝
縮されており、これら「日本語の自然文」こそが日本の製造業
の叡智であり、活用すべきものです。

近年の製造業を取り巻く環境の変化

日本の製造業の
目指すべき姿

規制の強化
世界規模での環境規制の
強化

ライフスタイルの変化
消費者ニーズの多様化
シェアリング普及による製
品ライフサイクルの短縮化

デジタル技術の発展
製造プロセスの徹底した
効率化
マーケティングの高度化

新規事業者の参入
テクノロジーのコモディ
ティ化による新規参入障壁
の低下

国際競争力
の向上

データの
フル活用

• 価格競争や規制強化に負けない日本らしい高品質の維持Q

• 業務を最適化し、生産性を向上C

• 経営の意思決定タイミングに応じた製品投入に向けて、
製品開発リードタイムを短縮D
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フロントローディングが不十分
検討漏れ・作業漏れによって後工程で課題が発生するこ
とで作業が増加、最終的に人海戦術でカバー

同じ過ちによる手戻りの発生
過去の製品開発で得られた知見を次世代製品に活かせず、
同様の過ちを繰り返し手戻りが発生

熟練者の知見が消失
ニーズの複雑化・高度化、また熟練者の高齢化や定年に
よる知見の消失によって、製品品質や開発工数が悪化

自然文を設計開発業務に
活用可能にする仕組みが必要

企業の叡智は自然文にあり！ 人による自然文の分析は困難

過去のノウハウ・課題対応
の先人の知見は、報告書等
に蓄積されている

膨大な量の自然文を確認し、
専門分野外や過去の知見
から、必要な情報を迅速に
取り出すことは困難



© 2021 KPMG Consulting Co., Ltd., a company established under the Japan Companies Act and a member firm of the KPMG global organization of independent member firms affiliated with KPMG 
International Limited, a private English company limited by guarantee. All rights reserved.

AI技術 “自然言語処理”の活用により、企業に眠る知見を掘り起こす

自然文の分析には、人工知能（AI）の自然言語処理技術を活用
することが有効です。KPMGが開発した”Kc-KNIGHT”は、自然
文で記載されたさまざまな文書から重要なキーワード（トピッ
ク）を抽出し、トピック同士の関連性を分析・可視化することで、
これまで眠っていた知見を活用可能にします。

Kc-KNIGHTによって、膨大な量の自然文から、領域や時系列を
横断した情報間の依存関係を網羅的に把握することができ、考
慮すべきトピックの抜け漏れを防ぐとともに、社内外に存在す
る未知の知見を獲得することが可能です。

技術報告書

トラブル対応報告書

学術論文

トピック
抽出

トピック
抽出

トピック
抽出

トピック間の
関連性を算出

トピック間の関連性を可視化

Kc-KNIGHT

Kc-KNIGHT活用シナリオ

■新規事業領域の発掘

新規事業の検討時は、市場のニーズのみならず、自社がすでに保
有している技術や競合他社が力を入れている領域についても考慮
が必要です。事業立ち上げにおいて、関連する領域の先端技術を
保有しているスタートアップ企業や研究機関についても、提携先
の候補として把握することができます。

時系列でのトピックの差分を分析することで、
ホットな市場ニーズを把握

自社の保有技術と市場ニーズから、参入すべき
新規事業領域を発見

分析対象情報（例）

自社保有技術
の情報

関連業界
ニュース

競合他社情報

学術論文

新規事業領域に関連する企業や研究機関を特定し、
提携先の候補をリストアップ

20XX年1月の情報で分析

20XX年12月の情報で分析

テレビ

テレビ

AI

eスポーツ

1月と同じトピック 1月にはなかったトピック

①

②

③

①

①

自社情報トピック 業界／論文情報トピック競合情報トピック

AI

eスポーツ

競合が強い領域

自社が強い領域

テレビ

②

③
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■設計開発時の不具合対応

過去に開発した類似製品や部品の不具合情報を把握したうえで
設計検証を実施することで、検証項目の漏れや試作などの後工程
での不具合による手戻りを防ぎます。また、実際に不具合が生じ
た際は、関連する社外情報の確認により、過去に社内では発生し
ていない不具合の対応策といった、社内にない知見を獲得する
ことができます。

過去の類似する不具合情報を把握することで、
手戻りを未然に防止

発生した不具合について、社内には存在しない
関連知見を把握し、対応策を特定

分析対象情報（例）

新開発製品の
設計書

①

②

Kc-KNIGHTによる効果と目指す未来

これらの活用シナリオは、ほんの一例に過ぎません。また、製
造業のみならず、さまざまな業界で活用できると考えています。
Kc-KNIGHTによって社内外の多様な情報を分析することで、こ
れまで思いもよらなかった情報の繋がりを知ることができます。

過去開発製品
の設計書

過去設計開発時
の不具合情報

学術論文
（社外情報）

高度化  企業に蓄積されている叡智のフル活用
 人の能力では困難な情報の関連付け

効率化
 同じ過ちによる手戻り防止
 検討・作業漏れによる、後工程の作業負荷増大
防止

■サプライチェーンリスクの把握

自然災害やテロ、または各国の法律・規制の変更などによって、
系列企業や部品メーカー、物流業者などの業務に影響が生じ、
自社の事業が遂行できなくなるリスクがあります。このような
事象への迅速な対応、またリスクを事前に把握することによる
防止・低減策の検討が可能です。

分析対象情報（例）

自社サプライ
ヤー情報

事業継続管理
（BCP/BCM）

国内外
ニュース

設計検証の計画時 不具合発生時

社内の不具合情報トピック

未知の不具合知見

既知の不具合知見

ベア
リング

ベア
リング

②

亀裂

社内の不具合情報トピック 社外の不具合情報トピック

①

国内外で発生する自然災害や法規制の変更が、
自社サプライチェーンに影響があるか把握①

社内で把握しているリスクトピック

地震

①

〇〇国

社内で把握していないリスクの抽出②

社外情報から抽出されたリスクトピック

未知のリスク知見

②

KPMGは、クライアントの抱える課題を識別し、課題を抜本的に
解決するための各クライアント毎の”Kc-KNIGHT”を定義し、業
務への定着化を図ることで、最大限の効率化・高度化を支援しま
す。変化の激しい今の時代に対する企業の構えとして、人工知能
をはじめとするデジタル技術の業務活用が必須になります。

しかしながら、日本においてデジタル人材は圧倒的に不足して
いるため、各企業での個別の取り組みでなく横断的なプラット
フォームとして整備する必要があります。Kc-KNIGHTのような
仕組みを製造業全体でプラットフォーム化し、あらゆる知見を
活用可能にすることができれば、日本企業の競争力を高めるこ
とができると考えています。
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KPMGの強み
グローバルネットワーク
KPMGはグローバルネットワークと豊富なクロスボーダープロ
ジェクトの経験を活用し、グローバルと連携した企業戦略策定
支援、ソリューション選定支援、大規模デジタル基盤の導入支援、
業務改革支援等、グローバル先端事例の知見を活かしたアドバイ
ザリーサービスを提供します。

コミットメント
KPMGはクライアントと長期的な信頼関係を構築することが第一と
考えます。企業のビジネスにとって、効率的・効果的であり、唯
一無二のソリューションを提供するために全力を尽くします。
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